警告 


まをのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されていま 
す。しかし、電気製品はすべて、まちがった使いか 
たをすると、火災や感電などによ0人身事故になる 
ことがあ0危険です。事故を防ぐために次のことを 
必ずお守0 ください。 


電池にごいての 
まを上のごを意 

液漏れ•破裂•発熱•巧义-誤软による 
大けびや失明を避けるため、下記の注意事 
項を必ずお守りください。 


• 接続先の取扱説明書ち必ずお読みください。 

• 安全のためのを意事項を守る。 

•故障した5使わない。 

.万一、異常び起きた5、ソニーの相談窓□、また 
はお買い上げ店に修理を依頼する。 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示をし 
ています。表示の内容をよく理解してか5本艾を 
お読みください。 


I A 广 irXj この表示のミ主意事項を守らない 
|/へ厄陕 I と、火災、感電、破裂などによ 
0死亡や大けげなどの人身事故 
が生じます。 


A 警告 


この表示のを意事項を守5ない 
と、乂災や人身事故の原因とな 
0ます。 


A ミ主思 


この表示のを意事項を守5ない 
と、けびをした0周辺の家財に 
損害をちえた0することびあり 
ます。 


行為を禁止する記号 


0 

禁止 


A 警告 1 交通まをのために 

運拓中は巧用しない 

自転車やバイク、自動車などの運転中に、へッドホン 
は絶対に使わないでください。 交通事故の原因となり 
ます。 

周囲の音び聞こえないとを巧な場所では 
使用しない 

歩行中でち音量を上げすざるとまわ0の音が聞こえ 
なくなり危険でず。 

また、このへッドホンは周囲の音を低減するタイプ 
ですので、警告音などち聞こえにくくな0ます。 

踏み切りや横断歩道、駅のホーム、車の通る道、エ 
事現場など、周囲の音び聞こえないと危険な場所で 
は使わないでください。 



拉ミ主意 1 

大音量で長時囲つヴけて聞をすさない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間つづけて聞 
くと、聴力に悪い影響を与えることびあります。 

耳を守るため、音量を上げすざないよラにごま意くださ 
い。 



はじめか6ボリユームを上げすぎない 

突然大さな音び出て耳をいためることがあ0ます。 
接続した機器のボリユームは徐々に上げましよラ。 
とくに、 MD 、 CD や DAT など、雑音の少ないデジタ 
ル機器を聞くときにはごを意ください。 


電池の種類については、電池本体上の表示をご確 
認ください。 

乾電池 

アルカリ、マンガン 


A 危険 


乾電池が液漏れしたとさ 

乾電池の液が漏れたとをは素手で液をさわ5な 

い 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの 
相談窓□またはソニーサービス窓□にご相談く 
ださい。 

液び目に入ったときは、失明の原因になること 
びあるので目をこす5ず、すぐに水道水などの 
きれいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を 
受けて < ださし、。 

液び身体やを服についたときち、やけどやけが 
の原因になるので、すぐにされいな水で洗い流 
し、皮膚に炎症やけびの症状びあるときには医 
師に相談してくださし、。 


A 警告 


• ルさい電池は軟み込む恐れびあるので、乳幼児の 
手の届くところに置かない。万び一飲み込んだ場 
をは、窒息や胃などへの障害の原因になるので、 
直ちに医師に相談する。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しなし、。 

• コイン、キー、ネックレスなどの責金属類と一緒 
に携帯•保管しない。シヨートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いさった電池は取0はずす。長時間使巧しない 
とさわ取りはずす。 


应注意 1 

• 火のそばや直射曰光のあたるところ•炎天下の車 
中など、高温の場所で使用•保管•放置しない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけた0 
しなし、。 

• 指定された種類し分かの電池は使用しなし、。 


落とした D ぶつけた D しない 

故障の原因とな0ます。 

0 

禁止 

肌に合わないと感じたとまは、巧わない 

肌に合わないと感じたときは早めに使巧を中止し 
て、医師またはソニーの相談窓口、お買い上げ店に 
ご相談ください。 

0 

禁止 

• 本機を使巧中に気分び悪くなった場合は、すぐに 
本機の使巧を中止してください。 


SONY. 


3-282-466-03(1) 


ノ Y ス丰かンたソンク>\ッ ドホン 


取扱説明書 

お買い上げいただをありがとラございまず。 

:叫電気製品は安全のためのを意事項を守5ないと、火災や 
日口 I 人身事故になることがあ0ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱い 
かたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全に 
お使いください。お読みになったあとは、いつでち見5れるところに必ず 
保管してください。 

MDR-NC40 1111111111111111111 

* 328246603 * ( 1 ) 

贷2008 Sony Corporation Printed in Malaysia 


保証書とアフターヴービス 

な証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、 
お買い上げの際お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラ 
え、大切に保をしてください。 

アフターサービス 

調テが悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご賣 になって お調べくださ 
い。 

それでち具合の悪いときは 

お買い上げ店または添付の r ソニーご相談窓□のご 
案内」にあるおおくのソニーヴービス窓□にご相談 
<ださい。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださま 
す。詳しくは保証書をご賣ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望によ 
0有料修理させていただきます。 


主な特長 

本機は、外部の環境ノイズ（乗り物内の騒音や室内 

の空調音など）と逆位相の音を出し、環境ノイズを 

低減させ、ルさい音量でをより明瞭に音楽を聴く 

ことびできるノイズキャンセ U ング機能を搭載し 

たヘッドホンです。この機能により、電車巧など 

でち、音量を上げすざずに音楽を楽しめます。 

• 周囲か5の騒音を低減させ、よ0静かな環境で 
快適に音楽げ楽しめるノイズキャンセリング 
へッ ドホン。 

• 長時間リスニングでち快適な小型-軽量設計。 

• 周囲の音び聞を取れるモニター機能搭載。車内 
アナウンスなど、へッドホンの外部の音を聞き 
たいとをに便利です。ボタンを押している間の 
みか部音び明瞭に聞を取れます。 

•音の解像度を高め、ク U アな中高音と豊かな低 
音を再生する、300 kJ / m 3 高磁カネオジウムマ 
グネット採用。 

• 電源を切って、通常のヘッドホンとしても使用 
可能。 

• 携帯や収納に便利な巧0たたみデヴイン。 

• 航空機巧プラグアダプター付属。 


主な仕様 


製品登録のおずずめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のヴポートの充 
実を図るため、製品登録をお願いしております。詳しくは 
ウェブ上の案のをご覧ください。 

パソコンから 

http://www.sony.co.jp/avD-regi/ 

携帯電話か5 

2次元 コー ド対応のカメラつ定携帯電話の 
読み取り機能でご利巧ください。 

http://rea.msc.m.sony.jp/avp/ 



よ < あるお問い合じせ、窓□受付時間などはホームページをごま用 < ださし、。 


http://www.sony.co.jp/support 




フリーダイヤル 

0120 -333-020 

フリーダイヤル 

0120 -222-330 

携帯電話 •PHS •—部の IP 電話 

04目巨-31-吕511 

携帯電話 ^HS •—部の IP 電話 

046白-31-吕531 

X 取扱説巧書-リモコン等の睛入相鼓は 
こちらへお問い合むせください。 

FAX (其遇） 0120-333-389 

♦ 


上記ま号へ接続を、最初のガイダンスび流れている間に 

r309j+r#j 

を巧してください。直接、担当窓□へおつなぞしまず。 


-般仕様 


形式 

密閉ダイナ=ック型 

ドライパーユニット 

30 mm 、 ドーム型 （CCAW 
採用） 

最大入力 

50 mW 

インピーダンス 

68 Q (ON 時、"！ kHz にて） 
son ( OF 刊寺、1 kHz にて） 

音圧感度 

102 dB/mW ( ON 時） 

100 dB/mW ( OFF 時） 

再生周波数帯域 

14 〜22,00 0 Hz 

総騒音抑制量 ( TNSR )* 1 

約 10 dB *2 

コード 

約1.日 mOFCU ッツ線 
(電池ケース含む） 

電源 

DC 1.5 V (単4お乾電池 X 1) 

質量 

約 110 g (電池ケース、コー 
ド、単4形乾電池を含む） 

約80 g (電池ケース、コー 
ド、単4形乾電池を含まず） 

付属品 

単4形乾電池 （1) 

キヤ U ングケース （1) 

航空機用プラグアダプターが （1) 
取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 


当社測定法による。 

が当社規定の航;空機シミュレートノイズ下におけ 
る、ノイズキャンセ U ング ON 時と、ヘッドホン 
の非装着時との比較による値です。総騒音抑制 
量約1 0 d B は音のエネレ半一で約90%の騒音低 
減に相当します。 

が機内の音楽 サービスによっては、 対応びできな 
い場含びあ0ます。 

本機の仕様および外観は、改良のため予告な<変 
要することびありますび、ご了承ください。 

"ウォークマン"、 " WALKMAN —、" WALKMAN — 

□ 3' は、ソニー 株式会社の登録商標です。 

ご注意 

CE マークは主に EEA (Eurooean Economic Area ) 
各国など、法律に定められた国においてのみ有効です。 


ソニー株式会社 〒1 08-0075 東京都港区港南1 -7- 1 
















^ 準備 


s 電池を入れる 

1 電池ケース裏側にある電池ぶたを開け 
る。電池ぶたを開けるときに、ツメが 
見えていることを確認ずる。 




2 電池のなとケースの©が合うように単 
4お乾電池を入れる。 




乾電池の持続時間 

乾電池の種類 

持続時間*1 

ソニー単 4 形アルカリ乾電池 
LR 03/ AM -4 CN ) 

約 40 時間が 

ソニー単 4 形マンガン乾電池 
R 03/ UM -4 CNU ) 

約 20 時間が 


*11 kHz . 0.1 mW + 0.1 mW 出力時 
が周囲の温度や使巧状態により、上記の持続時間と異なる 
場をびあります。 


ご注意 

お買い上げの製品に付属している乾電池は動作確認 
のためのちのです。 

付属の乾電池は工場出荷時点か5お客様びお買い上 
げになるまでの期間に自己放電によ0ある程度消耗 
しています。 

付属の乾電池をご使用にな5れた場合、乾電池の持 
続時間として記載されている所定の持続時間に満た 
ないことがあります。 

乾電池の交換時期 

乾電池げ消耗してくると、へッドホンのち側にある 
POWER ランプび暗くなってきます。その場合、乾 
電池を新しいわのと交換してください。 


ぺツドホンの開をかた 



キャ U ングケースに収納ずる 

ヘッドホンを収納するには、中仕切0を上げ、へッ 
ドホンをたたんでから、キャ U ングケースに収納し 
てください。付属のコードやプラグアダプター、予 
備用乾電池などをポケットに収納することびできま 



♦ 



► 使いかた 


音楽を聞< 


1 聞さたい AV 機器を接続する。 



航空機内でデュアルジャックまた 
はステレオミニジャックにつなぐ 
とさ 

__, プラグアダプター 

•►荀-咐慰 

航空機の座席に設置されている 
へッドホンジャックへ 


"ウ オーク マン"などに直接つなぐ 
とさ 



"ウ オーク マン"などに付属のステ 
レオミニプラグ対応リモコンに 

つわ/、、>キ 



U モコン 


2 へッドホンをつける。 

R の印のついた方をち耳に、 L の印のついた方 
を左耳に付けてください。 



3 POWER スイッチを 「 ON 」 にずる。 

POWER スイツチは電池ケース表面にあり、 
「ON」 にすると POWER ランプび赤く点好しま 
す。環境ノイズげ低減され、 「OFF」 のときよ 
0ち小さい音量で、より明瞭に音楽を聞<こと 
びでをます。 



4 接続した AV 機器の電源を入れる。 


周囲の音をま意して聞をたいとをは 

POWER スイッチを 「ON」 にしているときに 
MONITOR ボタンを巧すと、押している間だけ周 
囲の音を聞くことができます。ただし、 
MONITOR ボタンを巧している間は、再生音びほ 
とんど聞こえなくなります。 



航空機巧で使用ずるときのご注意 

.付属のプラグアダプターは、デュアルジャックま 
たはステレオ S ニジャックに接続することびでき 
ます。 



デュアルジャック ステレオミニジャック 

• 航空機内で電子機器の使用げ禁止されている場合 
や、機内の音楽サービスを個人のへッドホンで利 
用することび禁止されている場合は、本機を使用 
しないでください。 

万一異常や不具合び起をたとをは、お買い上げ店ま 

たはソニーサービス窓□にお問い合わせください。 

お使いになったあとは 

POWER スイッチを 「OFF」 にしておいてください。 

ノイズキャンセリング機能とは 

• ノイズキャンセリング機能は主におい周波数帯域 
のノイズを打ち消すをので、高い周波数帯域のノ 
イズに対しては効果はありません。また、すべて 
の音び巧ち消されるわけではありません。 

• へッドホンのマイク部を手などで覆わないでくだ 
さい。ノイズキャンセリング効果びなくなること 
びおります。 



マイク部分 


• ヘッドホンの付けかたによっては、ノイズキャン 
セリング効果び減かすることがあ0ます。 

• POWER スイッチを 「OFF」 にしたままでも音楽 
を聞<ことびでをます。このとさ、ノイズキャン 
セリング機能は働さません。 

• POWER スイッチを 「ON」 にずると、サーとい 
ラ音びしますび、ノイズキャンセリング機能の動 
作音で、故障ではあ0ません。 

• 静かな場所や、ノイズの種類によっては、ノイズ 
キャンセリング効果び感じ5れない、またはノイ 
ズび大きくなると感じる場をびあります。その場 
をは、 POWER スイッチを 「OFF」 にしてくださ 
い。 


► その他 


取り扱い上のごま意 

• 落としたりぶつけた0などの強いショックをちえ 
ないで < ださい。 

• イヤーパッドおよびへッドクッションは長期の使 
用、保存によって祟化する恐れびあ0ます。 

• ヘッドホンをたたむとさは、指を挟まないよラに 
ミち意してください。 

• 常に良い音でお聞さいただくために、プラグを 
時々柔5かい布でか5ぶきし、清潔に保ってくだ 
さい。 

• 湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や直射曰光 
のあたる場所には置かないで<ださい。故障の原 
因となります。 

• ユニット部はていねいに扱ってください。 

•巧れは、乾いた柔5かい巧でふさ取って<ださ 
し、特にプラグ部分を巧れたままにしておくと、 
音質び悪くなったり、音びとぎれた0することび 
お0ます。 

• 携帯電話の影響により、ノイズび入ることがあ0 
ます。この場合は、携帯電話か5本機を離してお 
使いください。 

• ラジオなどを聞いているとさにノイズび入る場合 
は、接続している機器と本機の電池ケース部を離 
してご使用ください。 


イヤーパッドは消属品です。破損した5、お買い 
上げ店または添付の r ソニーご相談窓□のご案 
内」に記載されているおおくのソニーサービス窓 
□へお問い含わせの上、お取り寄せください。 


万一故障した場合は、内部を開けずに、ソニーの 
相談窓□またはお買い上げ店にご相談ください。 


故障とお考えになる前に 

音が出ない。 

—►へッドホンと AV 機器との接続を確認する。 
—►へッドホンにつないだ AV 機器の電源び入つ 
ているか確認する。 

—► つないだ AV 機器の音量を上げる。 

—►新しい乾電池と交換する。 

音がひずむ。 

—► つないだ AV 機器の音量を下げる。 

—►新しい乾電池と交換する。 

接続しているラジオ、 TV などび受信でさな 
い、またはノイズび入る。 

—► 接続している機器と本機の電池ケース部を 
離す。 


クリップの使いかた 

電池ケースはクリップで胸ポケットなどに挟むこと 
びでさます。 







